
制度によっては、細かい制限、助成枠等がある場合もありますので、

制度の利用に当っては、最寄りの相談窓口にご相談ください。 

本書の内容は、特段の記載がない場合、令和７年７月現在でまとめて

あります。お読みになられた時点では、変更されている事柄がある場

合がありますのでご承知ください。

214 ページからの「資料編」については要約した内容のため十分なも

のではないと思われます。詳細につきましては、県や市町村等の相談

窓口へお問合せください。 

６ページからの「相談に関すること」を一番始めに掲載しました。連

絡先等につきましては 161 ページからの相談機関等名簿をご覧くだ

さい。 

 「障がい」の表記について

　鳥取県では、障がいのある方の思いを大切にし、共生社会の実現を

推進するという観点から、原則「障害」を「障がい」と表記することと

しました。「よりよい暮らしのために」においても鳥取県に準じ、「障

がい」と表記します。ただし、法令等の名称を用いる場合や、他の機

関、大会等の名称等の固有名詞については、「障害」と表記していま

す。
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　本
ほん

書
しょ

は、障
しょう

がいのある方
かた

をはじめ、障
しょう

がいに関
かん

するさまざまなことを知
し

りたい方
かた

が

使
つか

いやすいように、障
しょう

がいのある方
かた

への生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

・医
い

療
りょう

・施
し

設
せつ

利
り

用
よう

などのサービスや

制
せい

度
ど

、相
そう

談
だん

機
き

関
かん

や関
かん

係
けい

施
し

設
せつ

の連
れん

絡
らく

先
さき

などをわかりやすく１冊
さつ

にまとめたものです。共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

し、障
しょう

がいのない方
かた

にとっては障
しょう

がいを正
ただ

しく理
り

解
かい

するための一
いち

助
じょ

として、また障
しょう

がいのある方
かた

や関
かん

係
けい

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

には地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

を送
おく

るための

手
て

引
び

きとして、本
ほん

書
しょ

をご活
かつ

用
よう

いただければ幸
さいわ

いです。

　さて本
ほん

年
ねん

は、大
おお

阪
さか

・関
かん

西
さい

万
ばん

博
ぱく

の開
かい

催
さい

や鳥
とっ

取
とり

県
けん

立
りつ

美
び

術
じゅつ

館
かん

の開
かい

館
かん

を契
けい

機
き

に、障
しょう

がい者
しゃ

の

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

を発
はっ

信
しん

する機
き

会
かい

を県
けん

内
ない

外
がい

で創
そう

出
しゅつ

し、障
しょう

がいに対
たい

する理
り

解
かい

と社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

の促
そく

進
しん

を

図
はか

りました。

　さらに、６月
がつ

に長
なが

年
ねん

の悲
ひ

願
がん

であった「手
しゅ

話
わ

に関
かん

する施
し

策
さく

の推
すい

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」が成
せい

立
りつ

しました。本
ほん

県
けん

で全
ぜん

国
こく

初
はつ

の手
しゅ

話
わ

言
げん

語
ご

条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

して以
い

来
らい

、これまで法
ほう

制
せい

定
てい

に向
む

け、

国
くに

への要
よう

望
ぼう

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けてきた私
わたし

どもとしても、この法
ほう

律
りつ

の制
せい

定
てい

は何
なに

物
もの

にも代
か

えがたい

喜
よろこ

びです。

　11 月
がつ

には、わが国
くに

で初
はじ

めて「東
とう

京
きょう

2025 デフリンピック」が開
かい

催
さい

され、本
ほん

県
けん

では、

海
かい

外
がい

選
せん

手
しゅ

団
だん

のキャンプ受
うけ

入
い

れや全
ぜん

国
こく

キャラバン活
かつ

動
どう

への協
きょう

力
りょく

、大
たい

会
かい

P
ぴー

R
あーる

など、気
き

運
うん

醸
じょう

成
せい

やデフスポーツの普
ふ

及
きゅう

・啓
けい

発
はつ

に取
と

り組
く

んでまいりました。

　また、「親
おや

亡
な

き後
あと

を見
み

据
す

えた地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

サポート事
じ

業
ぎょう

」を実
じっ

施
し

し、親
おや

亡
な

き後
あと

も見
み

据
す

えて、

障
しょう

がいのある方
かた

やその家
か

族
ぞく

が、住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して暮
く

らしていけるよう、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

の心
こころ

の準
じゅん

備
び

をはじめ、グループホームなど住
す

まいの場
ば

の確
かく

保
ほ

や市
し

町
ちょう

村
そん

の取
とり

組
くみ

を

支
ささ

える仕
し

組
く

みの充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

んでいます。

　今
こん

後
ご

も、鳥
とっ

取
とり

県
けん

障
しょう

がい者
しゃ

プランの基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

である「共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

の構
こう

築
ちく

」の実
じつ

現
げん

に向
む

けて、障
しょう

がいのある人
ひと

の社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

の促
そく

進
しん

、障
しょう

がいのある人
ひと

が能
のう

力
りょく

や適
てき

性
せい

を生
い

かせ

る環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービスの充
じゅう

実
じつ

、安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

して住
す

みやすいまちづくりを進
すす

めるとともに、情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

の充
じゅう

実
じつ

、文
ぶん

化
か

・芸
げい

術
じゅつ

活
かつ

動
どう

、スポーツの推
すい

進
しん

など幅
はば

広
ひろ

い分
ぶん

野
や

で、

施
し

策
さく

の充
じゅう

実
じつ

を図
はか

っていきたいと考
かんが

えておりますので、関
かん

係
けい

各
かく

位
い

におかれましては一
いっ

層
そう

のご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。

　　令
れい

和
わ

７年
ねん

12 月
がつ

鳥
とっ

取
とり

県
けん

福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

部
ぶ

ささえあい福
ふく

祉
し

局
きょく

障
しょう

がい福
ふく

祉
し

課
か

長
ちょう

　小
こ

林
ばやし

　一
かず

義
よし

　

は じ め に


